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ヘレス市の第６の姉妹都市 

日本国の清須市とヘレス市は姉妹都市提携の

協定書を再調印しました。 

昨日、日本国の清須市はへレスの第６姉妹都

市になりました。１９９４年に調印されました

旧清洲町とヘレス市姉妹都市提携の協定書が両

都市の市長により再調印されました。 

サンチェス市長は次のように話しました。「こ

の公式訪問は家族を迎え入れたようです。わが

市は清須市との絆を維持し、もっと強くし、も

っと深くすることを期待していました。平等互

恵の原則に則り協定書のいくつかの重要な事項

は文化交流、スポーツ、教育などの活動です。

相互協力関係を発表します。この永久的な相互

協力は確かに両市の繁栄、それぞれの公共福祉

に貢献することを確信しています」とサンチェ

ス市長。 

「２００５年７月に３町が合併して新しい清

須市が生まれました。この新しい状況の中でヘ

レスと姉妹提携を改めて調印することを考えて

いました。」 

訪問団は加藤静治清須市長をはじめ、議長、

清須市職員、一般の市民代表でした。清須市長

は「より一層行政間の関係やヘレス市民と交流

を深めたい。」 

ヘレス市は清須市以外に、世界でほかの都市

と姉妹提携しています。例えば：メシコ国のテ

キライヘレスデガルシア市、フランス国のアル

レス市とビアリツ市、ペルー国のピスコ市など。

最近、レッド アン マル （アンダルシア州

の小さい団体とモロッコ国の姉妹提携を発展す

る組織）に入りました。 

サンチェス市長が「我が姉妹都市清須市も国

際交流の経験が豊富であることを知っています。

まるで両市は同じ道を進んでいるようです。こ

の数年間、両市は成長し、発展し、もっと良く 

 

 

 

 

 

 

なってきました。観光事業、市民の優しい心、

文化を優先すること、フラメンコへの愛は両市

の共通の特徴です。」と言いました。 

最後の言葉にサンチェス市長は「都市と都市

が友好な関係を結ぶことは歴史的に意義深いも

のになるでしょう。本日、再調印することに大

変感激し、大きな喜びをかんじています。」 

調印式後、清須市訪問団はアルカサル城と馬

術学校を見学。午後８時半に、アラメダ クリ

スティナのトリップホテルで交流会を催しまし

た。 
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